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1 はじめに 

データ保護管理情報と機能の作成と再利用性を簡易化するために、ARIS Architect でオブジェクトをモデル化

できます。これらのオブジェクトは ARIS Risk and Compliance のワークフローにより使用されます。 しかしながら

、これは ARIS Architect でのモデル作成に関するメソッド・機能規則および表記規則に従った場合のみ可能で

す。これらの規則に準拠している場合のみ、モデル化されたデータを ARIS Risk and Compliance に転送して

再使用できます。 これらのオブジェクトを ARIS Architect で適切に管理するには、『ARCM – モデル作成の規

則』マニュアルを参照してください。 
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2 文書の内容 

下のセクションでは、説明ビュー、モデル タイプ、関係と接続線タイプ、属性の使用に関する標準を説明します。 

2.1 目的と範囲 

目的: モデル作成ガイドラインの指定 

本マニュアルに含まれない項目: ユーザー文書 

2.2 必要条件 

次の表記規則を使用するには、最初に GDPR メソッド拡張フィルターを ARIS Architect にインポートします。 

このフィルターにより、派生されたおよびユーザー定義のメソッド構造 (モデルタイプ、オプジェクトタイプ、シンボル接

続線タイプ、属性タイプ グループ) が GDPR 規則に必要な ARIS メソッドに追加されます。これらは、GDPR 

規則に必要なメソッド構造です。他のすべてのアクセラレーターは、この拡張 ARIS メソッドに基づいています。 

GDPR メソッド拡張を使用するには、[全メソッド] フィルターを使用するか、GDPR メソッド拡張を既存の ARIS 

GRC フィルターに追加します。GDPR メソッド拡張フィルターには、GRC メソッドに基づく GDPR 用の追加拡張

のみが含まれます。GRC メソッドに関する詳細情報は、ARIS Risk and Compliance とともに配布される表記

規則マニュアルを参照してください。 GDPR の ARIS アクセラレーターのインストールの詳細については、『GDPR 

の ARIS アクセラレーター インストール マニュアル』を参照してください。 
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3 ARIS 表記規則 
 

3.1 処理アクティビティと関係の作成 

ARIS データ機密性機能の中心は、EU 一般データ保護規則 (GDPR 『13ページ 』) により定義されたプロセ

ス ファンクション (処理アクティビティ 『13ページ 』) の識別に依存します。ARIS の [GDPR 処理アクティビティ] 

属性を使用して、プロセス ファンクションが処理アクティビティ (true) であるかそうでないか (false) を指定します

。 

処理アクティビティと関連情報は、マスター データの保守を簡略化するために、ARIS Architect の [処理アクティ

ビティ記述図] モデル (API 名: b0205e20-4aa5-11e7-43b7-08002721906d) でモデル化されています。

このモデル タイプは、[ファンクション割当図] モデル タイプから派生したものです。 
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3.1.1 オブジェクトと関係 

データ保護管理のフレームワーク内では、 次のオブジェクトを [処理アクティビティ記述図] モデルで使用できます。 

オブジェクト タイプ名 API 名 シンボル タイプ名 シンボル ARCM 名 

ファンクション OT_FUNC 処理アクティビティ 

 

プロセス (階層要素) 

組織ユニット OT_ORG_UNIT 組織ユニット (実行者) 

 

組織実行者 (階層要素) 

組織ユニット OT_ORG_UNIT 組織ユニット (責任者) 

 

組織責任者 (階層要素) 

クラスター/データ モデル OT_CLST クラスター 

 

データ (階層要素) 

リスク OT_RISK リスク 

 

リスク 

アプリケーション システム タ

イプ 

OT_APPL_SYS_TY

PE 
アプリケーション システム タ

イプ 
 

アプリケーション システム タイプ (階層要素) 

次の接続線を使用できます。 
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オブジェクト 接続/API 名 オブジェクト 

組織ユニット (責任者) 技術的責任を持つ (CT_IS_TECH_RESP_1) 処理アクティビティ 

組織ユニット (実行者) 実行する (CT_EXEC_1) 処理アクティビティ 

リスク 発生する (CT_OCCUR) 処理アクティビティ 

アプリケーション システム タイプ サポートする (CT_CAN_SUPP_1) 処理アクティビティ 

処理アクティビティ 読み取る (CT_READ_1)、出力として持つ (CT_HAS_OUT) クラスター 
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3.1.2 属性 

3.1.2.1 [処理アクティビティ] の属性 

次の割り当ては処理アクティビティに適用されます。 

ARIS 属性 API 名 ARCM 属性 注意 

名前 AT_NAME name 必須フィールド、最大 250 文字入力できま

す。 

説明 AT_DESC description 処理アクティビティの目的を指定します。 

GDPR 処理アクティビティ 2b70adc0-4504-11e7-43b7-08002721906

d 

gdpr_processingActivity ユーザー定義 - ファンクションが処理アクティビ

ティかどうかを指定します。 

データ機密性スコア 695b1ad0-1df9-11e7-43b7-08002721906d gdpr_process_privacyScore ユーザー定義 - 階層要素のデータ機密性を

限定するために、事前定義されたスケールで

予想されるスコアを指定します。 例: 処理ア

クティビティ資格質問票から派生したスコア。 
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データの機密性 332790f0-1dfa-11e7-43b7-08002721906d gdpr_process_dataSensitivi

ty 
ユーザー定義 -データに特別な処理が必要か

どうかを示します。 オプション (デフォルト値): 

 公のデータ 

 機密 

 機密性が高い 

 非常に機密性が高い 

 極めて機密性が高い 

サインオフ関連 AT_AAM_SIGN_OFF_RELEVANT signoff 処理アクティビティをサインオフ関連としてマーク

します。 設定されていない場合は、ARIS 

Risk and Compliance でのデフォルト値は 

false です。 

 

 



ARIS アクセラレーターの GDPR 表記規則 

 

8 

 

3.1.2.2 [クラスター] の属性 

次の割り当ては [クラスター] に適用されます。 

ARIS 属性 API 名 ARCM 属性 注意 

名前 AT_NAME name 必須フィールド、最大 250 文字入力できます。 

説明 AT_DESC description  

制限レベル 15eaceb1-096b-11e7-2959-d4bed9888991 gdpr_restrictionLevel ユーザー定義 - データの法的用途のレベルを指

定します。オプション (デフォルト値): 

 無制限データ 

 個人データ 

 機密性の高い個人データ 

 機密データ 

データ機密性スコア 695b1ad0-1df9-11e7-43b7-08002721906d gdpr_privacyScore ユーザー定義 - 階層要素のデータ機密性を限

定するために、事前定義されたスケールで予想さ

れるスコアを指定します。 例: データ要素資格質

問票から派生したスコア。 
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3.1.2.3 [組織ユニット] の属性 

次の属性割り当ては [組織ユニット] オブジェクトに適用されます。 

ARIS 属性 API 名 ARCM 属性 注意 

名前 AT_NAME name 必須フィールド、最大 250 文字入力でき

ます。 

説明 AT_DESC description  

データ保護オフィサー 1c2537a1-4072-11e7-43b7-08002721906d gdpr_protOfficer ユーザー定義 - データ保護オフィサーの名

前と住所を表示します。処理アクティビティ

の記録を含める必要があります。 レポート

に表示する必要があります。 

データ保護代表者 8f055dc1-407e-11e7-43b7-08002721906d gdpr_protRepresentative ユーザー定義 - データ保護代表者の名

前と住所を表示します。処理アクティビティ

の記録を含める必要があります。 レポート

に表示する必要があります。 

サインオフ関連 AT_AAM_SIGN_OFF_RELEVANT 

 

signoff 組織ユニットをサインオフ関連としてマークし

ます。 設定されていない場合は、ARIS 

Risk and Compliance でのデフォルト値

は false です。 
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3.1.2.4 [アプリケーション システム タイプ] の属性 

次の属性割り当ては [アプリケーション システム タイプ] に適用されます。 

ARIS 属性 API 名 ARCM 属性 注意 

名前 AT_NAME name 必須フィールド、最大 250 文字入力できます。 

説明 AT_DESC description  

データの機密性 332790f0-1dfa-11e7-43b7-08002721906d gdpr_dataSensitivity ユーザー定義 -データに特別な処理が必要かどう

かを示します。 オプション (デフォルト値): 

 公のデータ 

 機密 

 機密性が高い 

 非常に機密性が高い 

 極めて機密性が高い 

GDPR 限定スコア badc1630-2014-11e7-43b7-08002721906

d 

gdpr_qualificationScore ユーザー定義 - 階層要素を限定するために、事

前定義されたスケールで予想されるスコアを示しま

す。例: アプリケーション システム資格質問票から

派生したスコア。 

GDPR リスク関連性スコア da6e5cb1-2014-11e7-43b7-08002721906d gdpr_riskRelevanceScore ユーザー定義 - 階層要素のリスク関連を限定す

るために、事前定義されたスケールで予想されるス

コアを示します。例: GDPR リスク評価から派生し

たスコア。 
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ARIS 属性 API 名 ARCM 属性 注意 

データ機密性スコア 695b1ad0-1df9-11e7-43b7-08002721906d gdpr_privacyScore ユーザー定義 - 階層要素のデータ機密性を限

定するために、事前定義されたスケールで予想さ

れるスコアを指定します。 例: アプリケーション シ

ステム資格質問票から派生したスコア。 
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3.2 処理アクティビティ/プロセス階層の作成 

処理アクティビティのビジネス クラスター (組織が代表している部門や国など) をモデル化するには、[処理アクティビ

ティの記録] モデル (API 名: c45962f1-4b87-11e7-43b7-08002721906d) を使用します。このモデルは、

[付加価値連鎖図] から派生したモデルです。処理アクティビティ間の階層は、[プロセス指向的に上位にある]/[プ

ロセス指向的に下位にある](CT_IS_PRCS_ORNT_SUPER) 接続線で表すことができます。 

ARIS Risk and Compliance では、階層にはツリー構造のみが使用できます。 したがって、各処理アクティビテ

ィの上位処理アクティビティ/ファンクションは 1 つしかありません。 

3.3 クラスター/データ階層の作成 

クラスター間で階層をモデル化するには、[IE データ モデル] または [eERM] モデルを使用してください。[IE デー

タ] モデルの 2 つのクラスターのあいだで直接の接続線として [構成される]/[一部である] (CT_CONS_OF_2) 

接続線により、または [eERM] モデルをクラスターへアサインすることにより形成される非表示の接続線として、クラ

スター間の階層が表されます。 

ARIS Risk and Compliance では、階層にはツリー構造のみが使用できます。 そのため、各クラスターは上位ク

ラスターを 1 つしか持つことができません。 
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4 用語集 

用語集では、基本的な用語に関する説明を示します。 

GDPR 

EU 一般データ保護規則 (General Data Protection R、GDPR) は欧州連合内の個人データを保護します

。また、EU 外への個人データの持ち出しも規制します。GDPR は欧州議会、欧州連合理事会、欧州委員会に

よる規制です。 

処理アクティビティ 

処理アクティビティは、集合、記録、送信による開示などの、個人データに実行されるあらゆる操作です。そのため、

これは一般データ保護規則 (GDPR 『13ページ 』) に準拠します。 

処理アクティビティと関連する情報は、ARIS Architect の[処理アクティビティ記述図] モデルおよび [処理アクテ

ィビティの記録] モデルでモデル化されます。詳細については、「ARIS アクセラレーターの GDPR 表記規則」を参

照してください。 

シングル サインオン (SSO) 

SSO、つまり「シングル サインオン」では、ユーザーがユーザー名とパスワードを使用した認証が必要なのは 1 回の

みです。認証後は、さらにログオンしなくても、すべてのサービス、プログラム、およびコンピューターにアクセスできます

。 

ユーザーがサービス、プログラム、およびコンピューターにアクセスすると、新たに認証が要求され、基礎となる SSO 

メカニズムにより認証が実行されます。 
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5 法的情報 
 

5.1 ドキュメンテーションのスコープ 

提供されている情報では、印刷が行われた時点における設定および機能について説明しています。ドキュメンテー

ションとソフトウェアの生産サイクルが異なるため、設定や機能に関する説明が、実際の設定や機能と異なることが

あります。相違に関する情報は製品に付属しているリリース ノートに記載されています。リリース ノートをお読みに

なり、記載されている情報を考慮して製品をインストール、設定、および使用してください。 

Software AG によって提供されるコンサルティング サービスを利用せずにシステムの技術的機能と業務機能をイ

ンストールする場合は、インストールするシステム、その目的、対象システム、さまざまな依存性などに関して広範な

知識が必要です。プラットフォームの数が多く、ハードウェアとソフトウェアの設定が相互に依存するので、特定のイン

ストール シナリオしか説明できません。すべての設定と依存性を記述することはできません。 

各種の技術を組み合わせる場合は、製造元の指示 (特にインターネット ページに公開されたリリースに関するお

知らせ) に従ってください。承認されているサードパーティ システムが正しく機能すること、および正しくインストールさ

れることの保証はいたしかねます。また、サードパーティ システムはサポートしていません。必ず、該当の製造元のイ

ンストール マニュアルに記載されている手順に従ってください。問題がある場合は、製造元にお問い合わせください

。 

サードパーティ システムのインストールにサポートが必要な場合は、最寄りの Software AG の販売部門にお問

い合わせください。このような製造元またはお客様固有の変更は、Software AG の標準ソフトウェア保守契約の

対象ではありません。このような変更は、それを特別に要請し、同意した場合にのみ実行できます。 

5.2 サポート 

ご自身では実行できない特定のインストールに関するご質問がございましたら、最寄りの Software AG の販売

部門 (フィールド サポート) 『

https://www.softwareag.com/corporate/company/global/offices/default.htmlsee 』 にお問い

合わせください。詳細情報を入手し、サポートを受けるには、弊社の Web サイトをご利用ください。 

有効なサポート契約をお持ちのお客様は、次の電話番号で各国からグローバル サポート ARIS にお問い合わせ

できます。+800 ARISHELP (+800 2747 4357)。ご使用の電話会社でこの電話番号がサポートされていない

場合は、グローバル サポートの連絡先一覧 を参照してください。 

ARIS COMMUNITY 

情報の検索、専門的な記事、問題解決法、ビデオ、ほかの ARIS ユーザーとのコミュニケーション。まだアカウント

をお持ちでない場合は、ARIS Community でご登録ください。 

https://www.softwareag.com/corporate/company/global/offices/default.html
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SOFTWARE AG EMPOWER ポータル 

Software AG 文書 Web サイト 『https://empower.softwareag.com/see 』で文書を参照できます。こ

のサイトは、Software AG の製品サポート サイトである Empower の資格情報が必要です。まだ 

Empower のアカウントをお持ちでない場合は、名前、会社、会社の電子メール アドレスを添えて 

empower@softwareag.com 『mailto:empower@softwareag.comsee 』 まで電子メールを送信して、

アカウントの取得をご依頼ください。  

アカウントをお持ちでない場合は、TECHcommunity Web サイトにある数多くのリンクをご利用いただけます。ご

質問がある場合は、グローバル サポートの連絡先一覧にて最寄りの電話番号、あるいはフリーダイヤルを検索でき

ますので、お電話にてお問い合わせください。 

TECHCOMMUNITY 

TECHcommunity Web サイトでは、文書やその他の技術情報を次のように参照できます。 

 Software AG の専門家が管理するオンラインの議論フォーラムの使用。質問したり、ベスト プラクティスにつ

いて議論したり、ほかのお客様が Software AG のテクノロジーをどのように使用しているのかを学んだりでき

ます。 

 記事、コードのサンプル、デモ、チュートリアルへのアクセス。 

 オープン スタンダードと Web テクノロジーを議論する外部 Web サイトへのリンクの検索。 

 製品情報へのアクセス (TECHcommunity の資格情報がある場合)。資格情報がない場合は、登録して

関心がある分野の文書を指定する必要があります。 

EMPOWER (ログオンする必要があります) 

Empower のアカウントがあれば、以下のサイトを利用して詳細な情報を検索したり、サポートを受けたりできます

。 

 Software AG Empower 製品サポート Web サイトで、製品情報を検索できます。 

 修正に関する情報を得る場合や、早期警告、技術文書、ナレッジ ベースの記事を読む場合には、ナレッジ 

センターにアクセスしてください。 

 アカウントがあれば、Empower の eService セクションを利用してオンラインでサポート インシデントを開く

ことができます。 

 機能や改善の依頼を提出する場合、製品の使用可能性の情報を得る場合、製品をダウンロードする場合

には、製品にアクセスしてください。 

SOFTWARE AG MANAGED LEARNINGS 

ノートパソコンやタブレット、スマートフォンから、さらに多くの情報とトレーニングを入手しましょう。成功に必要な知識

を手に入れ、Software AG からのエキスパート トレーニングを利用してすべてのプロジェクトを成功させましょう。 

アカウントをお持ちでない場合は、お客様またはパートナーとしてご登録ください。 

 

https://empower.softwareag.com/
mailto:empower@softwareag.com
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